
iはじめに

本書は、2024年の日本語学会春季大会での日本語学会 80周年記念シンポジ
ウム「世界の日本語学」の発表を基に、日本語学のこれまでの 80年を俯瞰す
るとともに、これからの方向性を展望したものです。シンポジウムでは、世界
における日本語学研究を牽引してきた中国・韓国・ベトナム・アメリカ・フラ
ンス・エジプトの研究者により、講演とパネルディスカッションが行われまし
た。本書では、対象地域と研究領域を拡大し、より多くの地域・領域の日本語
学研究を俯瞰・展望しています。
日本語学会の 80年を簡単に振り返ってみますと、その道のりは必ずしも平

坦なものではありませんでした。日本語学会の前身である「国語学会」が設立
された 1944年 3月は、終戦の 1年半前にあたります。当時の社会情勢として
国語の問題が政治的に動く可能性があったため、できるだけ早く純粋に学問的
な学会を設置したいという橋本進吉先生の強い思いがあってのことだといいま
す（『国語学』第 100集）。

60年後の 2004年には、会の名称が「日本語学会」に変更されました。その
背景には「海外における日本語研究が盛んになったことにともない、世界にお
ける日本語研究の中心として、その役割を果たすことが期待されるようになっ
た」（日本語学会初代会長…前田富祺先生「あいさつ」）という社会状況がありまし
た。ただ、これには様々な意見があり、結局、会員の投票により名称変更が決
まりました。
他にも、その時々の状況に合わせて、日本語学会は様々に変化してきまし
た。本書が日本語学研究を目指す若い方々の指針となると同時に、先人たちの
日本語学研究に対する熱い思いに接するきっかけとなれば幸いです。
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